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1.研究の背景と目的

観光
宿泊業,伝統工芸・農林水産等の関連産業の裾野が広い
地域の経済・雇用を支えるとともに,地域資源の維持・発展にも資する効果3)

日本各地の地域経済の衰退・産業の担い手不足等の地域課題の改善に作用している
事例も複数報告されている4)5)

このような事例の全体を見据えた,地域課題の改善方策の傾向を明らかにした研究
や報告は確認できない

1)UNWTO「‘Overtourism ’? – Understanding and Managing Urban Tourism Growth
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2) 観光庁・UNWTO駐日事務所「日本版持続可能な観光ガイドライン」 2020年 6月
URL:https://www.mlit.go.jp/kankocho/content/001350849.pdf

3）観光庁 「アフターコロナを見据えた観光地・観光産業の再生に向けて～稼げる地域・稼げ
る産業の実現～(最終とりまとめ)」令和4年5月
URL: https://www.mlit.go.jp/kankocho/iinkai/content/001483896.pdf

4）福山貴史,西山徳明(2021,10)『未利用地域資源の活用による観光まちづくりの発展プロセス－
比較分析に基づくインターナル・マーケティングの有効性に着目して－』(社)日本都市計画学
会都市計画論文集,No.3,pp.1231-1238

5）「季刊しま 離島振興法改正」公益財団法人日本離島センター 第68巻,第4号,令和5年3月31
日発行

本研究における地域課題

産業の担い手不足や文化の継承をはじめとした地域住民の生活環境等に生じている
課題を地域課題と定義

目的
観光が地域課題の改善に作用した事例に着目し観光地の特性に応じた
地域課題の改善策の傾向を明らかにする

(1)①立地条件や②観光資源の種別の傾向
(2)①②の地域特性に基づいて観光地を類型化し,各類型の地域課題や取り組みの傾向

現在,適切な観光地マネジメントのあり方が世界共通の課題とされている1)2)



2.対象事例の立地と観光資源の特徴

対象事例51件を,立地タイプと
観光資源タイプ(表1)によって分類

自然資源,身体的人文資源
自然資源,相対的人文資源
身体的人文資源,相対的人文資源
自然資源,身体的人文資源,相対的人文資源

相対的人文資源
動植物園・水族館,博物館・美術館,テーマ公園・テーマ施

芸能・興行・イベント

複合資源
複数の観光資源

タイプを有する

観光客の入場を制限できない場所

観
光
資
源
タ
イ
プ

自然資源
山岳,高原・湿原・原野,湖沼,河川・峡谷,滝,海岸・岬,

岩石・洞窟,動物,植物,自然現象,温泉

身体的人文資源
史跡,神社・寺院・教会,城跡・城郭・宮殿,集落・街,

郷土景観,庭園・公園,橋・塔,年中行事,建造物,食

定義

立
地
タ
イ
プ

単一目的地型
事例に示される観光地内で,観光客の分散が不可能,または,

観光客の総量規制が一定程度可能な場所

地域観光型
事例に示される観光地内で,観光客の分散が可能,または,

表1 立地タイプと観光資源タイプの定義と件数

【対象事例の選定方法】

地域活性化等に関する文献6)～14)

観光庁による「持続可能な観光の
実現に向けた先進事例集」注2)

「GDTOP100」注3)の国内事例

観光が地域課題の改善に作用している事例
▶計51件を研究対象とする

16件
115件

39件

立地タイプと観光資源タイプによって
事例を類型化(図１)

図1 観光による地域課題の改善がみられた
観光地の類型と分布

注2）参考文献の2)16)17)の3つの事例集を指す。
注3）Green Destinationsの,公式ホームページよりレポートが確認できた2020年から2023年のGDTOP100の国内事例を指す。



2.対象事例の立地と観光資源の特徴

範囲が狭小な地域では観光による地域課題の改善策の効果が発揮しやすい可能性がある
自然資源や郷土景観等の地域特有の資源を複合的な観光資源として利用

立地タイプ
観光が地域課題に作用している観光地は,
｢単一目的地型｣(35件)に多い

図1 観光による地域課題の改善がみられた
観光地の類型と分布

図1 観光による地域課題の改善がみられた
観光地の類型と分布

観光資源タイプ
｢複合資源｣(17件) が｢単一目的地型｣(35件)
の約半数を占めている



3.地域課題と取り組みの特徴(地域課題)

対象事例51件を地域課題と取り組みによって分類し,設定した類型ごとに傾向を考察

表3 類型ごとの地域課題の件数

表2 地域課題の定義

定義

人口減少 人口減少、少子高齢化、過疎化、空き家の増加

農林水産業衰退 農林水産業の担い手不足や活動継続、生産量の低下、耕作放棄地の増加

地域工芸・工業衰退 伝統工芸の後継者不足、工芸品の生産量や売り上げの低下、技術の継承問題

自然環境問題 動植物の減少、自然環境の悪化

地域文化の継承問題 集落の存続、伝統文化の人手不足や継承問題

災害復興 災害からの復興

インフラ・観光問題 交通による環境負荷や公共交通運賃の高額化、交通渋滞、観光を要因とする課題



3.地域課題と取り組みの特徴(地域課題)

人口減少をはじめとした地域文化の継承や地場産業の存続等が
地域課題になっていることがわかる

【類型✕地域課題】

表3 類型ごとの地域課題の件数

自然観光地

【単一型】
人口減少, 自然環境問題

歴史観光地

地域文化の継承問題

複合観光地

【単一型】
人口減少,自然環境問題,
地域文化の継承問題



3.地域課題と取り組みの特徴(取り組み)
表4 取り組みの定義

定義

計画やルールの策定、制度の創設や導入、

観光や地域課題の改善に特化した独自の課の設置等

団体設立 団体の設立

施設整備 公共性の高い公園や施設、設備の整備、レンタサイクル等

民間施設整備 民間事業者による店舗の開設等

広告活動 新聞の創設、テレビやSNSによる宣伝等

調査 モニタリング調査やアンケート調査の実施

資金調達 入湯税等の税金の徴収、ファンドの組成、財源の確保

商品開発 特産品等の商品や体験プログラムの開発・販売

担い手育成 担い手や人材の育成のための事業の実施、ガイドの養成等

イベント開催 イベントやお祭りの開催

環境保全 清掃活動や農法の開発、食品残渣の活用等

制度・計画策定

表5 類型ごとの取り組みの件数



3.地域課題と取り組みの特徴(取り組み)

表5 類型ごとの取り組みの件数

3.地域課題と取り組みの特徴(取り組み)

自然観光地

【単一型】
制度・計画策定,商品開発

歴史観光地

商品開発,イベント開催

【周遊型】制度・計画策定

複合観光地

制度・計画策定

【単一型】
施設整備,
商品開発

制度・計画策定や商品開発等の複数の取り組みによって地域課題の改善を図っている

【類型✕取り組み】



4.選出した事例の詳細

地域課題の改善方策の詳細を把握するため,
対象事例51件から,7事例を選出し,文献等に
よって詳細に調査を行った(表6)

表6選定した事例の概要

【事例の選定方法】

a. GDTOP100や観光庁の先進事例集
で紹介されている事例

b. 複数の取り組みが確認できる事例

a,b両方に適合する事例を,各類型から
1件ずつ選定した注4)

注4)条件①②に適合する事例が2件以上あった場合は,取り組みの数が最多なもの事例を選出した。
また, 対象事例51件内に周遊型都市観光地に該当する事例がなかったため,選出できなかった。



4.選出した事例の詳細

【歴史観光地】
集落と文化,歴史的町並みの保全等の地域文化の継承問題
▶特産品・体験プログラム等の商品開発,制度・計画策定や
行政,金融機関等の連携による団体の設立

表6選定した事例の概要(抜粋)

【類型✕地域課題✕取り組み】

【歴史観光地】
集落と文化,歴史的町並みの保全等の地域文化の継承問題
▶特産品・体験プログラム等の商品開発,制度・計画策定や
行政,金融機関等の連携による団体の設立

【自然観光地】
人口減少,農業の担い手不足
▶観光振興計画の策定や特産品・体験プログラム等の商品開発

【都市観光地】
空手等の芸能の保存・継承等の地域文化の継承問題
▶振興計画等の制度・計画策定や施設整備

【複合観光地】
サンゴの白化現象や海岸環境の悪化等の自然環境問題
▶施設整備や体験プログラム等の商品開発

【類型✕地域課題✕取り組み】



5.総括

観光が地域課題の改善に作用している観光地の立地と観光資源

地域課題と取り組みの傾向

範囲が狭小な地域では観光による改善策の効果が発揮しやすい可能性がある

自然資源や郷土景観等の地域特有の資源を複合的な観光資源として利用

【複合観光地】
サンゴの白化現象や海岸環境の悪化等の自然環境問題
▶施設整備や体験プログラム等の商品開発

【自然観光地】
人口減少,農業の担い手不足
▶観光振興計画の策定や特産品・体験プログラム等の商品開発

【歴史観光地】
集落と文化,歴史的町並みの保全等の地域文化の継承問題
▶特産品・体験プログラム等の商品開発,制度・計画策定や
行政,金融機関等の連携による団体の設立

【都市観光地】
空手等の芸能の保存・継承等の地域文化の継承問題
▶振興計画等の制度・計画策定や施設整備

今後の課題

日本有数の温泉観光地である別府市を研究対象地として,地域の実態と課題の分析,
その地域課題に対する改善方策の検討を行う
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4.選出した事例の詳細

自然観光地
人口減少,農業の担い手不足
▶観光振興計画の策定や特産品・体験プログラム等の商品開発

表6選定した事例の概要(抜粋)

【類型✕地域課題✕取り組み】


